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ネパール経済ニュース（2019年 4月～6月）ヘッドライン 

 

4 月 （1） 

（2） 

(3) 

 

(4) 

 

(5) 

 

(6) 

(7) 

(8) 

 

(9) 

 

(10) 

(11) 

 

(12) 

(13) 

 

(14) 

 

3 日、アジア開発銀行は､ネパールの経済成長率を 6.2％に修正。 

8 日、世界銀行は､ネパールの経済成長率を 6％に修正。 

9日、最高裁判所は､NcellとAxiata Companyに対し、3ヶ月以内に資本利得税として、

390 億ルピーの支払いを命じた。 

9日、世界銀行によると、2018年にネパールに郷里送金された総額は、81億ドルに及

び、世界 19 位。 

16 日、ネパール中央銀行によると、ネパールの国際収支は今会計年度当初 8 ヶ月で

589 億ルピーの赤字、貿易収支は 8,878 億ルピーの赤字。 

17 日、ポカラ国際空港の滑走路が完成。 

18 日、今会計年度当初 9 ヶ月において、事業予算の 34.87％を支出。 

21 日、ネパール投資庁によると、投資サミットで発表した 31 事業（総計 2 兆 5 千億ル

ピー）に対し、計 48 の事業提案書を受領。 

25 日、ネパールと UAE は新たな労働合意書に締結。同合意書では UAE がネパール

労働者に対し、両国間の航空賃、査証代、保険などを負担。 

27 日、ネパール中央統計局は、今会計年度の経済成長率を 6.81％と発表。 

27 日、ネパール中央統計局によると、ネパールの失業率は 11.4％（およそ 100 万人）

と発表。 

28 日、国家計画委員会は、第 15 次 5 カ年計画のコンセプトペーパーを承認。 

29 日、ネパールと中国は輸送議定書を含む 7 つの合意書に署名。バンダリ大統領が

中国を公式訪問。 

30日、NcellとAlexiaは投資紛争解決国際センターにネパール政府に対する仲裁役を

依頼。 

5 月 （1） 

（2） 

 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

 

 

(7) 

(8) 

(9) 

 

(10) 

 

(11) 

5 日､ネパール・中国越境送電線建設の最終調査を開始。 

6 日､2018/19 会計年度当初 9 ヶ月の対ネパール海外直接投資（FDI）額は､昨年度同

期比の１／３に減少。事業数は 17％増加。 

7 日､国会は 2019/20 年度の政策・事業計画を承認。 

8 日､ネパール航空は 7 月 4 日から大阪への直行便を再開すると発表。 

9 日､関税局の発表によると､ネパールの貿易収支は､9,917 億ルピーの赤字。 

12 日､ネパール輸送開発庁（NITDB）は､ラスワ郡ティムールのドライポート建設に関

し､Tibet Fuli Construction Group Company Limited と契約。同ドライポート建設は中国

政府の支援。事業費は約 1 億 2400 万元。 

16 日、産業局内に投資促進を目的としたワン・ポイント・サービスセンターを開設。 

17 日、ヌワコット郡のアッパートリスリ III（A）が竣工。 

19 日、ネパール中央銀行によると、2018/19 会計年度当初 9 ヶ月の国際収支は、646

億ルピーの赤字。郷里送金額は、20.9％増の 6,531 億ルピー。 

20 日、ネパール中央銀行はネパール国内における WeChat Pay 及び Alipay の使用を

禁止。 

21 日、ゴータムブッダ国際空港の滑走路が完成。 
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(12) 

 

(13) 

 

(14) 

(15) 

 

(16) 
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22 日、投資に関する紛争解決国際センター（ICSID）は、Ncell 及び Axiata が申請した

事案を受理。 

23 日、ネパール政府は FDI 最低額をこれまでの 500 万ルピーから 5,000 万ルピーに

引き上げ。 

24 日、閣議は Foreign Cooperation Policy, 2019 を承認。 

27 日、カティワダ財務大臣は国会で Economic Survey 2018/19 を公表するとともに、

2019/20 会計年度の GDP 成長率を 7％、インフレ率を 4.2％と推定。 

29 日、カティワダ財務大臣は、国会に 2019/20 年度の予算案を上程。 

29 日、ラスワ郡のタトパニ国境が再開。 

6 月 （1） 

 

（2） 

(3) 

(4) 

(5) 

 

(6) 

(7) 

 

(8) 

(9) 

1 日、関税局の外国貿易統計報告書によると、2018/19 会計年度当初 10 ヶ月の貿易

赤字は、1 兆 990 億ルピー。 

3 日、ネパールの電化率は 95.5％に到達。 

6 日、ネパール航空は低い予約率を理由に、大阪への運航再開を 8 月下旬に延期。 

6 日、世銀はネパールの経済成長率を 7.1％と予測。 

10 日、アジア・インフラ投資銀行（ＡＩＩＢ）は、アッパー・トリスリ１（216ＭＷ）事業に 9，

000 万米ドルのローンを承認。 

11 日、ネパール政府は、モーリシャスとネパール人労働者派遣に関する覚書を締結。 

14 日、ネパール政府は、UAE とネパール人労働者派遣に関する二国間協定の修正

案に署名。 

16 日、全 7 州は、2019/20 会計年度の予算案を発表。総額 2,695 億ルピー。 

24日、文化・観光・民間航空省が発表したネパール観光統計報告書2018によると、外

国人観光客のネパール平均滞在日数は 2017 年の 12.6 日から 12.4 日に減少。 

 


